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近
代
日
本
研
究
第
三
十
一
巻

(

二
〇
一
四
年)

特
集

近
代
日
本
の
中
等
教
育

明
治
後
期
に
お
け
る
中
等
教
育
と

高
等
教
育
と
の
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

吉

野

剛

弘

は
じ
め
に

本
論
は
、
明
治
後
期
、
具
体
的
に
は
一
八
八
六

(
明
治
一
九)

年
の
中
学
校
令
以
降
の
中
等
教
育
と
高
等
教
育
と
の
ア
ー
テ
ィ

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
変
容
を
明
ら
か
に
す
る
。
法
令
上
は
尋
常
小
学
校
か
ら
帝
国
大
学
に
至
る
ま
で
一
直
線
に
つ
な
が
る
学
校
階

梯
が
定
め
ら
れ
た
も
の
の
、
現
実
問
題
と
し
て
は
そ
れ
が
十
分
に
機
能
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
時
期
か
ら
、
学
校
階
梯
が
確
立

し
、
そ
れ
を
順
当
に
進
ん
で
い
け
ば
最
高
学
府
に
到
達
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
時
期
が
、
本
論
が
検
討
対
象
と
す
る
時
期
で

あ
る
。

分
岐
型
学
校
系
統
を
と
っ
た
近
代
日
本
に
お
い
て
、
中
等
教
育
と
高
等
教
育
と
の
接
続
関
係
は
多
様
で
あ
る
。
中
等
教
育
段
階
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に
お
い
て
は
、
性
別
や
教
育
内
容
、
そ
の
後
の
進
路
な
ど
に
よ
っ
て
多
様
な
学
校
が
存
在
し
、
高
等
教
育
段
階
に
お
い
て
も
帝
国

大
学
を
頂
点
と
し
て
多
様
な
学
校
が
存
在
し
て
い
た
。
多
様
な
も
の
と
多
様
な
も
の
と
の
接
続
関
係
で
あ
る
以
上
、
接
続
不
能
な

関
係
を
除
い
た
と
し
て
も
そ
の
関
係
は
極
め
て
多
様
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
論
で
は
そ
の
中
で
も

｢(

尋
常)

中
学
校｣

と

｢

高
等

(

中)

学
校｣

と
の
関
係
を
中
心
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

最
高
学
府
ま
で
の
進
学
を
考
え
た
と
き
、｢(

尋
常)

中
学
校
―
高
等

(

中)

学
校
―
帝
国
大
学｣

と
い
う
ル
ー
ト
が
、
当
時
の
男

子
青
年
に
と
っ
て
最
も
正
統
な
進
路
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
高
等

(

中)

学
校
入
学
が
帝
国
大
学
へ
の
入
学
を
事
実
上

保
証
し
て
い
た
中
で
は
、(
尋
常)

中
学
校
と
高
等

(

中)

学
校
と
の
接
続
関
係
が
最
も
問
題
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に

結
論
を
先
取
り
し
て
し
ま
え
ば
、
明
治
後
期
の
中
等
教
育
と
高
等
教
育
と
の
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
歴
史
は
、
ま
さ
に
こ

の
ル
ー
ト
が
正
統
な
も
の
と
し
て
確
立
、
収
斂
し
て
い
く
歴
史
な
の
で
あ
る

(

１)

。

寺
�
昌
男
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
点
に
当
た
る
学
校
が
存
在
せ
ず
、
中
学
校
が
進
学
ル
ー
ト
の
中
に
位
置
づ
い
て
い
な
か
っ
た

明
治
十
年
代
か
ら
、
法
制
度
の
整
備
と
そ
れ
に
と
も
な
う
私
学
の
相
対
的
な
地
位
の
低
下
に
よ
り
、
正
系
ル
ー
ト
が
確
立
し
て
い

く
過
程
を
、
主
と
し
て
高
等
教
育
の
面
か
ら
明
ら
か
に
し
た

(

２)

。
そ
の
よ
う
に
収
斂
し
て
い
っ
た
高
等
教
育
機
関
に
対
し
て
、
中
等

教
育
機
関
が
ど
の
よ
う
に
対
峙
し
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
論
で
企
図
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
論

で
は
以
下
の
二
つ
の
視
点
か
ら
当
時
の
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
様
相
を
検
討
し
て
い
く
。

第
一
に
学
力
問
題
で
あ
る
。
一
八
八
六

(

明
治
一
九)

年
の
諸
学
校
令
に
よ
り
、
尋
常
小
学
校
か
ら
帝
国
大
学
に
い
た
る
ま
で

が
間
断
な
く
接
続
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
帝
国
大
学
か
ら
逆
算
さ
れ
る
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
学
力
要
求
と
、
尋
常
小
学

校
か
ら
積
み
上
げ
た
結
果
と
し
て
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
学
力
到
達
度
に
は
大
き
な
懸
隔
が
あ
っ
た
。
こ
の
懸
隔
が
消
滅
し
て
い
く

た
だ
し
真
の
意
味
で
消
滅
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
な
い

過
程
を
検
討
す
る
。
い
う
な
れ
ば
、
い
か
に

｢

学
校
と
学
校
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と
を
つ
な
ぐ
か｣

と
い
う
点
か
ら
の
検
討
が
第
一
の
視
点
で
あ
る
。

第
二
に
完
成
教
育
を
ど
う
施
す
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
つ
の
学
校
種
と
し
て
そ
の
独
自
性
を
ど
の
よ
う
に
打
ち
出

す
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
の
視
点
に
関
連
し
て
い
え
ば
、
い
か
に

｢

学
校
と
学
校
を
切
り
離
す
か｣

と
い
う
点
か
ら
の
検

討
が
第
二
の
視
点
で
あ
る
。
一
八
八
一

(

明
治
一
四)

年
の
中
学
校
教
則
大
綱
に
よ
り

｢

中
人
以
上
ノ
業
務
ニ
就
ク
カ
為
メ
又
ハ

高
等
ノ
学
校
ニ
入
ル
カ
為
メ｣

の
機
関
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
か
ら
、(

尋
常)

中
学
校
に
は
準
備
教
育
と
完
成
教
育
と
の
二
つ

の
機
能
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
の
一
八
九
九

(

明
治
三
二)

年
の
中
学
校
令
で
は

｢

高
等
普
通
教
育
ヲ
為
ス｣

機
関
と
し
て
、
実
業
学
校
と
の
差
別
化
が
図
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
準
備
教
育
へ
の
傾
倒
は
必
然
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
中
学
校

の
準
備
教
育
機
能
が
強
調
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
高
等
教
育
機
関
の
意
の
ま
ま
に
機
能
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
、
中

学
校
の
独
自
性
、
自
律
性
は
弱
ま
る
こ
と
に
な
る
。
中
学
校
に
お
け
る
完
成
教
育
の
位
置
づ
け
は
、
学
校
階
梯
の
中
で
中
学
校
が

ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
を
考
え
る
上
で
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
ま
た
必
然
的
に
高
等
教
育
と
の
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
欠
か
せ
な
い
準
備
教
育
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

本
論
で
は
明
治
後
期
を
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
検
討
す
る
。
第
一
に
進
学
ル
ー
ト
が
明
確
だ
っ
た
と
は
言
い
難
い
諸
学
校
令
期

(

明
治
二
十
年
代
前
半)

、
第
二
に
学
力
問
題
が
徐
々
に
解
消
に
向
か
う
高
等
学
校
令
以
降

(

明
治
二
十
年
代
後
半
か
ら
明
治
三
十

年
代
前
半)

、
第
三
に
進
学
ル
ー
ト
が
確
立
し
て
く
る
一
九
〇
〇
年
代

(

明
治
三
十
年
代
後
半
以
降)

で
あ
る
。

明治後期における中等教育と高等教育とのアーティキュレーション
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一
、
諸
学
校
令
期

(

明
治
二
十
年
代
前
半)

(

一)
尋
常
中
学
校
と
高
等
中
学
校
の
学
力
的
な
断
絶

一
八
八
六(
明
治
一
九)

年
の
諸
学
校
令
に
よ
り
、
尋
常
小
学
校
か
ら
帝
国
大
学
ま
で
が
一
直
線
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。

中
学
校
令
が
規
定
し
た
の
は
尋
常
中
学
校
と
高
等
中
学
校
な
の
で
、
法
令
上
の
中
等
教
育
と
高
等
教
育
と
の
境
界
は
高
等
中
学
校

と
帝
国
大
学
の
間
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
実
際
に
大
き
な
懸
隔
が
存
在
し
た
の
は
、
尋
常
中
学
校
と
高
等
中
学
校

と
の
間
で
あ
っ
た
。

高
等
中
学
校
は
、
第
一

(

東
京)
、
第
二

(

仙
台)

、
第
三

(

京
都)

、
第
四

(

金
沢)

と
第
五

(

熊
本)

の
五
つ
の
官
立
学
校

と
、
諸
学
校
通
則
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
山
口
、
鹿
児
島
の
二
校
を
合
わ
せ
て
、
計
七
校
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
第
一
高
等

中
学
校
は
東
京
大
学
予
備
門
、
第
三
高
等
中
学
校
は
大
阪
中
学
校
を
前
身
と
す
る
大
学
分
校
を
も
と
に
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
前
身
校
は
、
そ
の
卒
業
後
に
東
京
大
学
へ
の
進
学
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
そ
の
入
学
に
際
し
て
特
定
の
学
歴
を

要
求
し
な
い
、
つ
ま
り
は
東
京
大
学
か
ら
逆
算
さ
れ
て
設
置
さ
れ
た
学
校
で
あ
る
。
中
学
校
令
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
高
等
中
学

校
で
は
あ
っ
た
が
、
一
部
の
学
校
の
出
自
か
ら
考
え
て
も
、
後
述
す
る
入
学
難
の
実
態
か
ら
考
え
て
も
、
明
ら
か
に
帝
国
大
学
か

ら
逆
算
さ
れ
た
高
等
教
育
寄
り
の
機
関
で
あ
る
。

一
方
の
尋
常
中
学
校
は
、
明
治
十
年
代
の
中
学
校
教
則
大
綱
や
中
学
校
通
則
に
よ
り
整
備
が
図
ら
れ
た
が
、
そ
の
設
置
に
あ
た
っ

て
し
ば
し
ば
持
ち
出
さ
れ
た
の
は
、
小
学
校
卒
業
後
の
教
育
機
関
と
し
て
の
必
要
性
で
あ
る

(

３)

。
つ
ま
り
、
小
学
校
か
ら
の
積
み
上

げ
の
結
果
設
置
さ
れ
た
学
校
で
あ
る
。
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法
令
上
で
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
高
等
中
学
校
と
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
尋
常
中
学
校
が
ち
ょ
う
ど
つ
な
が
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
が
、
現
実
は
そ
う
な
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
必
然
的
に
高
等
中
学
校
は
そ
の
入
学
者
の
学
力
を
確
認
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
尋

常
中
学
校
卒
業
生
を
単
純
に
入
学
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
一
八
八
六

(

明
治
一
九)

年
の
高
等
中
学
校
ノ

学
科
及
其
程
度
で
は
、｢

高
等
中
学
校
ノ
第
一
年
級
ニ
入
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
品
行
端
正
身
体
健
康
年
齢
満
十
七
年
以
上
ニ

シ
テ
尋
常
中
学
校
ヲ
卒
業
シ
タ
ル
モ
ノ
若
ク
ハ
之
ニ
均
シ
キ
学
力
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
ス｣

(

第
六
条
・
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る)

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
尋
常
中
学
校
を
卒
業
す
る
こ
と
な
く
入
学
す
る
こ
と
す
ら
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
東
京
大

学
予
備
門
時
代
と
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

そ
の
高
等
中
学
校
の
本
科
は
、
慢
性
的
な
定
員
割
れ
状
態
で
あ
っ
た
。
学
力
の
懸
隔
が
存
在
し
た
以
上
、
本
科
に
入
学
さ
せ
る

わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
学
予
備
教
育
機
関
が
東
京
と
大
阪
に
し
か
な
い
と
い
う
状
況
を
打
破
す
る
た

め
に
、
学
区
制
を
敷
い
て
全
国
的
に
優
秀
な
人
材
を
リ
ク
ル
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
高
等
中
学
校
で
あ
る
。
学
力
の
不
足

し
て
い
る
者
を
入
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
一
方
で
、
一
向
に
人
材
が
集
ま
ら
な
い
状
況
を
放
置
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
設
置
さ
れ
た
の
が
、
予
科
で
あ
り
、
予
科
補
充
科
で
あ
っ
た
。
三
年
制
の
予
科
は
、
本
科
に
入
学
で
き
な
い
者
を
収

容
し
た
。
表
１
を
見
れ
ば
、
本
科
よ
り
も
予
科
の
方
が
多
く
の
生
徒
を
収
容
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
二
年
制
の
予
科
補
充
科

は
、
予
科
に
入
学
で
き
な
い
者
を
収
容
し
た
。
全
て
の
高
等
中
学
校
に
予
科
が
設
置
さ
れ
た
が
、
東
京
大
学
予
備
門
を
前
身
と
す

る
第
一
高
等
中
学
校
に
は
予
科
補
充
科
は
設
置
さ
れ
な
か
っ
た
。
東
京
を
頂
点
と
す
る
学
校
間
格
差
は
、
こ
の
段
階
で
す
で
に
存

在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

予
科
や
予
科
補
充
科
と
い
う
救
済
措
置
の
よ
う
な
課
程
が
存
在
し
て
も
、
高
等
中
学
校
へ
の
進
学
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
予
備
校
の
存
在
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
高
等
中
学
校
に
は
尋
常
中
学
校
卒
業
相
当
の
学
力

明治後期における中等教育と高等教育とのアーティキュレーション
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表１ 高等中学校の在学者

第一 第二 第三 第四 第五 山口 鹿児島

����
本科 ���

(明治��)
予科 ��� ���

予科補充科 	��

����
本科 ��� �� �

(明治	
)
予科 �
� �� ��� �� �	 ��

予科補充科 ��	

����
本科 ��� 		 ��

(明治	�)
予科 ��� �	 	�� �� �� ��� ��

予科補充科 ��� �� ��� ��	 	��

����
本科 ��� �� 	� � �

(明治		)
予科 �
� �� 	�� ��
 �� ��� ��

予科補充科 	�� ��� �� �
� ���

����
本科 ��� �� ��� �
 �� 		 �

(明治	�)
予科 ��� ��� ��	 ��� �	
 ��� ��

予科補充科 	�	 ��� �

 ��� �
�

����
本科 ��� 	� ��
 �� �� �� �

(明治	�)
予科 ��� 		
 ��� ��� ��� ��� �	

予科補充科 ��� 	� �� ��� �	�

����
本科 ��� 	� ��
 �� �� �� ��

(明治	�)
予科 ��� 	�� ��� ��� 	

 ��� �


予科補充科 �� �� ��� ���

����
本科 ��� �
 ��� �
 �
� �� 	�

(明治	�)
予科 ��� ��� 	�� 	�� 	�� 		� ��

予科補充科 �
 ���
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が
あ
れ
ば
入
学
で
き
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
種
の
予
備
校
に
通
っ
て
学
力
さ
え
付
け
れ
ば
、
何
ら
問
題
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一

八
八
八

(

明
治
二
一)

年
度
の

『

文
部
省
年
報』

に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

独
リ
東
京
府
下
ノ
東
京
英
語
学
校
共
立
学
校
成
立
学
舎
等
ハ
主
ト
シ
テ
英
語
ヲ
教
授
シ
官
立
專
門
学
校
若
ク
ハ
高
等
中
学
校

ニ
入
ル
ノ
予
備
ヲ
為
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
入
学
ノ
生
徒
ヲ
出
ス
コ
ト
甚
タ
多
ク
目
下
必
要
欠
ク
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ
学
校
ト
ス

(

４)

高
等
中
学
校
へ
の
入
学
に
は
、
正
規
の
学
校
を
卒
業
す
る
だ
け
で
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
政
府
が
認
め
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
制
度
と
し
て
の
学
校
体
系
は
整
っ
た
も
の
の
、
実
態
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
こ
と
の
何
よ
り
の
証
左
で
あ
っ
た
。

(

二)

尋
常
中
学
校
の
教
育
水
準
の
向
上

一
方
で
、
尋
常
中
学
校
の
教
育
水
準
の
向
上
を
企
図
し
た
動
き
も
見
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
中
学
校
令
で
府
県
税
負
担
の
中
学
校

を
一
校
に
限
定
し
た
の
は
、
人
的
財
的
資
源
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
尋
常
中
学
校
の
水
準
が
意
図
さ
れ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。

九
州
地
方
で
は
、
尋
常
中
学
校
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
選
択
と
集
中
を
図
る
こ
と
で
、
中
学
校
の
学
力
向
上
に
向
け
て
動
こ
う
と
し

て
い
た
こ
と
を
、
県
会
の
議
論
を
通
し
て
小
宮
山
道
夫
が
明
ら
か
に
し
て
い
る

(

５)

。

そ
の
よ
う
な
法
令
に
よ
る
水
準
向
上
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
策
が
と
ら
れ
た
。
学
区
内
で
の
中
学
校
長
の
会
議
と
連

絡
制
度
が
そ
れ
で
あ
る
。
第
五
高
等
中
学
校
の
学
区
内
で
は
、
第
五
中
学
校
と
九
州
の
尋
常
中
学
校
長
が
集
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
尋
常
中
学
校
の
教
育
水
準
や
教
育
内
容
に
及
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
八
八
九

(

明
治

二
二)

年
一
〇
月
の
協
議
会
で
は
、
連
絡
制
度
と
の
関
連
で
学
年
試
験
問
題
を
送
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
る

(

６)

。
高
等
中
学
校
に
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接
続
し
う
る
に
ふ
さ
わ
し
い
機
関
と
し
て
整
備
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

一
八
九
〇

(

明
治
二
三)

年
か
ら
高
等
中
学
校
入
試
で
実
施
さ
れ
た
連
絡
制
度
は
、
教
育
が
十
分
に
整
っ
た
尋
常
中
学
校
の
卒

業
生
を
無
試
験
で
入
学
さ
せ
る
制
度
で
あ
っ
た
。
当
初
は
公
立
中
学
校
に
の
み
認
め
ら
れ
た
制
度
で
あ
っ
た
が
、
私
立
学
校
側
の

運
動
の
成
果
も
あ
り
、
一
八
八
二

(

明
治
二
五)

年
か
ら
審
査
を
通
っ
た
私
立
中
学
校
に
も
認
め
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
連

絡
制
度
に
よ
り
先
述
の
東
京
府
の
予
備
校
群
が
正
規
の
中
学
校
と
し
て
成
立
し
、
ま
た
高
等
中
学
校
入
学
者
に
お
け
る
尋
常
中
学

校
卒
業
生
の
割
合
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
天
野
郁
夫
が
明
ら
か
に
し
て
い
る

(

７)

。
ま
た
、
厳
平
に
よ
れ
ば
、
岡
山
中
学
校
で
は
連
絡

制
度
が
あ
る
た
め
に
転
校
し
て
く
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う

(

８)

。
連
絡
制
度
の
恩
恵
に
あ
ず
か
る
に
は
、
一
定
の
水
準
を
満

た
す
た
め
に
学
校
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
教
育
水
準
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

生
徒
に
と
っ
て
も
、
尋
常
中
学
校
に
通
う
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き
る
制
度
で
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
学
校
と
生
徒
双
方
に
資

す
る
特
典
を
利
用
し
て
、
尋
常
中
学
校
と
高
等
中
学
校
を
実
質
的
に
つ
な
い
で
い
こ
う
と
い
う
試
み
で
あ
っ
た
。

二
、
高
等
学
校
令
以
降

(
明
治
二
十
年
代
後
半
か
ら
明
治
三
十
年
代
前
半)

(

一)

専
門
教
育
・
実
業
教
育
へ
の
注
目
と
挫
折

一
八
九
四

(

明
治
二
七)

年
の
高
等
学
校
令
に
よ
り
、
高
等
中
学
校
改
め
高
等
学
校
は

｢

高
等
学
校
ハ
専
門
学
科
ヲ
教
授
ス
ル
所

ト
ス
但
帝
国
大
学
ニ
入
学
ス
ル
者
ノ
為
メ
予
科
ヲ
設
ク
ル
コ
ト
ヲ
得｣
と
定
め
ら
れ
た
。
高
等
教
育
機
関
の
少
な
さ
を
受
け
て
、

高
等
学
校
は
専
門
教
育
を
主
と
し
て
、
進
学
予
備
教
育
を
従
と
す
る
機
関
に
改
め
た
が
、
一
八
九
七

(

明
治
三
〇)

年
の
第
三
高

等
学
校
の
大
学
予
科
の
復
活
、
一
九
〇
一

(

明
治
三
四)

年
の
各
高
等
学
校
医
学
部
の
医
学
専
門
学
校
へ
の
分
離
と
第
三
高
等
学
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校
の
専
門
学
部
の
廃
止
、
一
九
〇
六

(

明
治
三
九)

年
の
第
五
高
等
学
校
工
学
部

の
分
離
に
よ
り
、
高
等
学
校
は
大
学
予
科
の
み
を
擁
す
る
機
関
と
な
っ
た
。

尋
常
中
学
校
レ
ベ
ル
に
あ
っ
て
も
、
一
八
九
四

(

明
治
二
七)

年
の
尋
常
中
学

校
実
科
規
定
に
よ
り
実
科
を
置
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
第
一
学
年
か
ら
実
業
課
程

を
置
く
実
科
中
学
校
も
可
能
と
な
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
一
八
九
一

(

明
治
二
四)

年
の
中
学
校
令
改
正
の
際
に
、
専
修
科
を
置
く
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
た
が
、

そ
れ
を
さ
ら
に
進
め
た
形
で
あ
る
。
こ
の
制
度
を
実
現
さ
せ
た
井
上
毅
は
、
中
等

教
育
機
関
へ
の
進
学
者
に
は
、
①
帝
国
大
学
ま
で
の
進
学
を
望
む
者
、
②
中
学
校

卒
業
で
就
職
す
る
者
、
③
実
業
教
育
を
受
け
た
い
者
の
三
種
が
お
り
、
①
に
ば
か

り
目
を
向
け
て
③
へ
の
注
目
が
足
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
実
科
導
入
の
趣
旨
で
あ
る

と
い
う

(

９)

。
し
か
し
、
実
科
お
よ
び
実
科
中
学
校
は
わ
ず
か
四
校
で
実
施
さ
れ
た
に

す
ぎ
ず
、
長
く
も
続
か
な
か
っ
た

(

�)

。
菊
池
城
司
は
、
尋
常
中
学
校
と
高
等
中
学
校

と
の
接
続
関
係
が
改
善
さ
れ
は
じ
め
た
時
期
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
中
学
校
上
級

学
年
の
人
数
の
少
な
さ
ゆ
え
の
実
科
の
実
施
困
難
、
実
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
本

科
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
し
て
い
る

(

�)

。
谷
口
琢
男
は
、

井
上
が
後
の
実
業
学
校
に
つ
な
が
る
実
業
教
育
機
関
の
振
興
も
同
時
に
図
っ
て
い

る
こ
と
と
の
関
係
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
業
教
育
機
関
の
普
及
が
実
科
中
学
校
の
衰

退
を
生
み
出
し
た
と
指
摘
し
て
い
る

(

�)

。
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表２ 高等学校大学予科の在学者

第一 第二 第三 第四 第五 山口 鹿児島

����
大学予科 ��� ��� ― ��� ��� ��	 �


(明治��)
予科 	� ��� 

 ��� ��	 ��� 	�

予科補充科 ��

����
大学予科 	�� ��� ― ��� ��	 ��� �	

(明治��)
予科 	� �� �� ���

予科補充科

����
大学予科 ��� 
�� ― 
�� ��� ��� ―

(明治�	)
予科 ―

予科補充科 ―
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｢予科｣ ｢予科補充科｣ は中学校令下で入学し､ 在学していた者

｢―｣ は廃止のために該当者がいなくなったもの



こ
の
よ
う
な
専
門
教
育
・
実
業
教
育
へ
の
注
目
が
見
ら
れ
る
一
方
で
、
尋
常
中
学
校
と
高
等
中
学
校
の
学
力
格
差
は
埋
ま
っ
て

い
っ
た
。
表
２
に
示
し
た
よ
う
に
、
予
科
補
充
科
は
一
八
九
四

(

明
治
二
七)

年
を
最
後
に
姿
を
消
し
、
予
科
も
一
八
九
五

(

明

治
二
八)

年
に
は
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
尋
常
中
学
校
と
高
等
中
学
校
は
名
実
と
も
に
学
力
的
に
も
接
続
可
能
な
体
制
が

完
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
接
続
関
係
の
円
滑
化
は
、
尋
常
中
学
校
の
水
準
向
上
に
よ
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
が
、
高
等
学
校
令
に

よ
り
二
年
制
の
高
等
中
学
校
が
三
年
制
の
高
等
学
校
に
変
わ
っ
た
こ
と
も
大
き
い
。
第
一
高
等
学
校
や
第
三
高
等
学
校
で
は
、
生

徒
の
編
入
や
転
学
に
際
し
て
、
高
等
中
学
校
予
科
一
級
が
高
等
学
校
一
年
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
処
理
し
て
い
た
こ
と
を
、
筧

田
知
義
が
明
ら
か
に
し
て
い
る

(

�)

。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
も
、
中
等
教
育
と
高
等
教
育
を
ど
う
つ
な
ぐ
か
と
い
う
こ
と
に

主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(

二)

一
八
九
九(

明
治
三
二)
年
の
中
学
校
令

一
八
九
九

(

明
治
三
二)

年
の
中
学
校
令
は
、
中
学
校
に
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
性
格
を
持
た
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
に
制
定

さ
れ
た
実
業
学
校
令
に
よ
り
、
男
子
の
中
等
教
育
段
階
は
、
高
等
普
通
教
育
を
施
す
中
学
校
、
実
業
教
育
を
施
す
実
業
学
校
に
区

分
け
さ
れ
た
。

し
か
し
、
中
学
校
の
卒
業
生
の
多
く
は
、
上
級
学
校
に
進
学
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
卒
業
後
社
会
に
出
て
行
っ
た
こ
と
も
事
実

で
あ
る
。
事
実
、
中
学
校
令
改
正
後
か
ら
一
九
〇
一

(

明
治
三
四)
年
の
中
学
校
令
施
行
規
則
の
制
定
ま
で
の
間
に
は
、
菊
池
大

麓
と
澤
柳
政
太
郎
と
の
間
の
中
学
校
の
路
線
を
め
ぐ
る
対
立
も
見
ら
れ
た
が
、
中
学
校
令
施
行
規
則
に
よ
り
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
路

線
は
決
定
的
な
も
の
に
な
っ
た

(

�)

。

中
学
校
の
性
格
を
め
ぐ
る
揺
ら
ぎ
は
教
育
内
容
を
め
ぐ
る
対
立
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
中
学
校
令
で
は
、
卒
業
後
の
さ
ら
な
る
学
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習
の
た
め
に
補
習
科
の
設
置
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
一
部
の
府
県
に
お
い
て
実
業
科
目
を
設
定
し
て
い
た

(

�)

。

そ
の
目
的
規
定
を
見
れ
ば
、
福
島
県
の

｢

高
等
ノ
学
校
ニ
入
リ
又
ハ
実
業
ニ
就
カ
ン
ト
ス
ル
者
ノ
為
メ

(

�)｣

、
鹿
児
島
県
の

｢

実
業

ニ
就
ク
者
等
ノ
為
メ
既
修
ノ
学
科
ヲ
温
習
補
充
セ
シ
ム
ル
為
メ｣

と
い
っ
た
よ
う
に
実
業
従
事
者
へ
の
配
慮
が
見
て
取
れ
る
。
そ

の
結
果
、
鹿
児
島
県
の
よ
う
に

｢

重
ニ
実
業
ニ
就
ク
高
等
学
校
ニ
入
ル
者
モ
少
カ
ラ
ス｣

と
就
職
者
が
一
定
数
い
た
よ
う
な
場
合

も
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
あ
く
ま
で
規
定
上
存
在
し
て
い
た
と
評
す
べ
き
状
態
で
あ
っ
た
。
実
業
科
目
の
設
定
と
い
っ
て
も
、
簿

記
を
置
く
く
ら
い
で
あ
っ
た
か
ら
、
当
然
の
帰
結
で
は
あ
る
。
な
お
、
福
島
県
も
鹿
児
島
県
も
簿
記
す
ら
設
置
し
て
お
ら
ず
、
あ

く
ま
で
普
通
教
育
の
延
長
線
上
で
の
就
職
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
補
習
科
の
あ
り
方
は
、
補

習
科
の
学
科
目
を
本
科
中
学
校
令
施
行
規
則
に
よ
り

｢

補
習
科
ト
学
科
目
ハ
第
一
条
ノ
学
科
目

(

本
科
の
学
科
目
・
引
用
者
注)

中
ニ
就
キ
之
ヲ
定
ム
ヘ
シ｣

と
規
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
消
滅
し
た
。
補
習
科
に
お
け
る
実
業
科
目
の
設
置
と
い
う
手
法
は
、

準
備
教
育
と
完
成
教
育
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
一
つ
の
解
決
策
に
な
り
え
た
。
し
か
し
、
現
実
に
は
人
的
に
も
物
的
に
も
設
置
維
持
は

難
し
く
、
結
局
の
と
こ
ろ
普
通
教
育
の
延
長
線
上
の
進
路
し
か
描
け
な
い
と
い
う
限
界
は
、
そ
の
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
の
帰
結

を
象
徴
し
て
も
い
る
。

三
、
一
九
〇
〇
年
代

(

明
治
三
十
年
代
後
半
以
降)

(

一)

学
校
間
格
差
へ
の
注
目
と
入
試
制
度
改
革

一
九
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
高
等
学
校
の
入
試
制
度
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
〇
〇

(

明
治
三
三)

年

の
入
試
日
程
の
統
一
、
翌
一
九
〇
一

(

明
治
三
四)

年
の
入
試
問
題
の
統
一
、
そ
し
て
一
九
〇
二

(

明
治
三
五)

年
の
総
合
選
抜
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制
の
導
入
と
続
い
た

(

�)

。
こ
の
よ
う
な
制
度
改
革
が
模
索
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ま
で
の
学
力
格
差
は
も
は
や
問
題
と
な
る

レ
ベ
ル
に
は
な
く
、
入
学
希
望
者
を
切
り
捨
て
る
手
段
と
し
て
入
学
試
験
が
変
質
し
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
明
治
三
〇

年
代
の
高
等
学
校
入
試
改
革
を
し
て
、
竹
内
洋
は

｢

猫
の
目
入
試
改
革
の
は
じ
ま
り｣

と
称
し
た
が
、
こ
れ
以
降
高
等
学
校
入
試

は
し
ば
し
ば
制
度
改
革
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

(

�)

。

こ
の
時
期
は
、
東
京
に
多
く
の
予
備
校
が
設
置
さ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
既
存
の
英
語
学
校
を
は
じ
め
と
し
て
、
専
門
学
校

令
下
で
予
科
を
運
営
し
よ
う
と
し
た
私
立
大
学
も
予
備
校
事
業
に
参
画
し
た

(

�)

。
純
然
た
る
学
力
向
上
で
は
な
く
、
選
抜
試
験
に
通

る
た
め

(

他
を
蹴
落
と
す
た
め)

の
学
力
向
上
を
図
る
生
徒
を
収
容
す
る
た
め
の
機
関
と
し
て
の
予
備
校
は
、
先
述
し
た
高
等
中

学
校
入
学
の
た
め
の
予
備
校
と
は
趣
を
異
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
こ
の
時
期
に
は
、
青
年
向
け
の
雑
誌
が
受
験
に
関
心
を
向
け
は
じ
め
る
。
進
学
案
内
書
は
明
治
十
年
代
か
ら
存
在
し
て

い
た
し
、
こ
の
時
期
に
も
存
続
し
て
い
た
が
、
逐
次
刊
行
物
が
可
能
な
限
り
最
新
の
情
報
を
掲
載
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
点
が

新
し
い

(

�)

。
一
八
九
八

(

明
治
三
一)

年
に
発
刊
し
た

『

中
学
世
界』

で
は
、
そ
の
初
期
か
ら
入
試
問
題
や
学
校
案
内
を
掲
載
し
て

い
た
。
さ
ら
に
は
、
一
九
〇
七

(

明
治
四
〇)
年
か
ら
は
毎
年
秋
に
そ
の
年
の
入
試
を
総
括
す
る
特
集
を
組
み
は
じ
め
る

(

�)

。

度
重
な
る
入
試
制
度
改
革
、
選
抜
試
験
の
通
過
を
第
一
義
と
す
る
予
備
校
、
逐
次
的
に
報
じ
ら
れ
る
受
験
情
報
と
い
う
、
そ
の

後
現
代
に
ま
で
つ
な
が
る
受
験
を
め
ぐ
る
諸
装
置
が
出
揃
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
模
擬
試
験
は
、
遅
く
と
も
大
正
前
期
に
は

実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る

(

�)

。

選
抜
装
置
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
っ
た
高
等
学
校
入
試
で
は
、
一
九
〇
五

(

明
治
三
八)

年
か
ら
入
試
問
題
講
評
が
出
さ

れ
た
。
あ
く
ま
で
問
題
講
評
と
い
う
体
裁
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
高
等
学
校
側
の
中
学
校
観
が
語
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

(

�)

。

以
下
に
示
す
の
は
、
元
文
部
省
視
学
官
で
八
高
校
長
を
務
め
て
い
た
大
島
義
脩
が
一
九
〇
九

(

明
治
四
二)

年
の
講
評
と
し
て
記
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し
た
も
の
で
あ
る
。

選
抜
試
験
ノ
選
定
ハ
中
学
校
卒
業
者
ノ
学
力
程
度
ヲ
標
準
ト
ス
ベ
キ
ハ
勿
論
ニ
シ
テ
従
来
兎
角
高
尚
ニ
失
セ
ン
ト
ス
ル
弊
ア

ル
ニ
省
ミ
テ
成
ル
ベ
ク
之
ヲ
平
易
ニ
セ
ン
ト
セ
ラ
ル
ヽ
ハ
謹
ン
デ
其
旨
ヲ
領
ス
ル
所
ナ
リ
然
レ
ド
モ
其
ノ
平
易
ニ
過
グ
ル
モ

亦
不
可
ナ
ル
点
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
蓋
シ
適
当
ナ
ル
問
題
ノ
程
度
ヲ
定
ム
ル
ニ
当
リ
其
ノ
難
キ
ニ
過
ギ
ザ
ル
様
注
意
ス
ル
外
ニ
猶

顧
慮
ス
ベ
キ
コ
ト
ア
リ

(

一)

試
験
ノ
性
質
ガ
選
抜
試
験
ナ
ル
以
上
ハ
受
験
者
ニ
出
来
不
出
来
ノ
ア
ル
問
題
ヲ
選
ブ
必
要
ア
リ
受
験
者
大
多
数
カ
大

差
ナ
キ
成
績
ヲ
示
ス
如
キ
問
題
ヲ
取
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
故
ニ
其
ノ
程
度
ハ
中
学
校
卒
業
試
験
問
題
ト
選
抜
試
験
問
題
ト
ヲ
比
較

ス
レ
バ
後
者
ハ
前
者
ヨ
リ
モ
若
干
高
尚
ナ
ル
程
度
ヲ
維
持
ス
ル
コ
ト
試
験
ノ
性
質
上
当
然
ナ
ル
ベ
シ

(

二)

中
学
校
ニ
於
テ
ハ
其
卒
業
者
ノ
全
部
ガ
高
等
学
校
ノ
選
抜
試
験
ニ
応
ジ
テ
好
成
績
ヲ
示
ス
ヤ
ウ
ニ
苦
慮
ス
ル
コ
ト
ハ

無
用
ナ
ル
ベ
シ

高
等
学
校
ニ
テ
ハ
中
学
校
卒
業
者
ノ
学
力
ヲ
試
ミ
ン
ト
ス
ル
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
卒
業
者
相
互
ノ
間
ノ
学
力
ノ
差
ヲ
見
ン
ト
欲
ス

ル
ナ
レ
バ
其
ノ
試
験
ノ
程
度
ヲ
標
準
ト
シ
テ
中
学
校
ノ
教
授
ヲ
ナ
ス
必
要
ナ
シ
高
等
学
校
ノ
選
抜
率
即
志
願
者
ニ
対
ス
ル
入

学
者
ノ
比
ガ
例
ヘ
バ
四
分
ノ
一
ナ
レ
バ
中
学
校
卒
業
者
ノ
四
分
ノ
一
ガ
可
ナ
リ
満
足
ニ
試
験
ヲ
通
過
ス
ル
ヤ
ウ
ニ
準
備
ス
レ

バ
足
ル
コ
ト
ナ
リ
高
等
学
校
ノ
試
験
程
度
ガ
中
学
校
ノ
教
授
ニ
影
響
ス
ル
ハ
自
然
ノ
勢
ナ
レ
ド
モ
中
学
校
ニ
於
テ
モ
亦
相
当

ニ
注
意
ヲ
要
ス
ル
コ
ト
ナ
ル
ベ
シ
然
ラ
ザ
レ
バ
高
等
学
校
ハ
適
当
ニ
自
己
ノ
必
要
ニ
応
ズ
ル
試
験
ヲ
行
フ
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ベ

シ

(

�)
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そ
こ
で
は
、
高
等
学
校
入
試
が
中
学
校
の
定
期
試
験
よ
り
レ
ベ
ル
が
高
い
の
は
、
選
抜
試
験
で
あ
る
以
上
当
然
だ
と
い
う
。
し

か
も
進
学
の
み
が
中
学
校
の
目
的
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
受
験
準
備
に
偏
し
た
教
育
を
行
う
必
要
は
な
い
と
ま
で
い
う
の
で
あ
る
。

中
学
校
と
高
等
学
校
を
ど
う
つ
な
ぐ
か
と
い
う
こ
と
よ
り
、
希
望
者
を
ど
う
捌
く
か
と
い
う
こ
と
に
関
心
が
向
く
の
で
あ
り
、
中

学
校
に
は
無
理
を
し
て
ま
で
準
備
教
育
に
傾
倒
す
る
必
要
は
な
い
と
ま
で
言
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

(

二)

中
学
校
側
の
対
応

一
方
の
中
学
校
で
は
、
進
学
準
備
教
育
に
は
一
定
の
力
を
注
ぎ
つ
つ
も
、
実
業
教
育
を
通
し
た
完
成
教
育
を
考
え
は
じ
め
て
い

た
。
明
治
二
十
年
代
の
実
科
中
学
校
の
失
敗
、
中
学
校
令
に
よ
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
性
格
の
確
定
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

再
び
そ
こ
に
目
を
向
け
た
の
で
あ
る
。

そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
、
ま
た
も
や
補
習
科
で
あ
っ
た

(

�)

。
一
九
〇
二

(

明
治
三
五)

年
の
第
七
回
高
等
教
育
会
議
で
補
習
科

に

｢

実
業
要
項｣

を
設
置
す
る
こ
と
が
決
ま
る
も
実
現
せ
ず
、
一
九
〇
七

(

明
治
四
〇)

年
の
全
国
中
学
校
長
会
議
で
再
び
議
論

に
な
っ
た
。
全
国
中
学
校
長
会
議
で
は
、｢

中
学
校
補
習
科
を
最
も
有
効
な
ら
し
む
る
方
法｣

と
い
う
諮
問
に
対
し
て
調
査
委
員

が
示
し
た
答
申
案
の
中
で

｢

実
地
の
業
務
に
就
か
ん
と
す
る
者｣

の
た
め
の
補
習
科
を
設
置
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
が
、
結
論
は

持
ち
越
し
と
な
っ
た
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
、
一
九
〇
九

(
明
治
四
二)

年
の
中
学
校
長
会
議
で
承
認
さ
れ
た
。

一
方
、
一
九
〇
八

(

明
治
四
一)

年
四
月
の
地
方
長
官
会
議
の
牧
野
文
相
の
訓
示
の
中
で
は
、
補
習
科
に
実
業
科
目
を
加
え
る

こ
と
が
奨
励
さ
れ
た
。
そ
の
訓
示
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

…
…
是
ま
で
中
学
校
の
補
習
科
は
多
く
は
中
学
卒
業
生
が
高
等
学
校
の
入
学
試
験
に
応
ず
る
準
備
を
為
す
為
め
に
利
用
せ
ら
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れ
た
り
今
回
の
改
正
は
其
効
用
を
一
層
多
か
ら
し
む
為
め
時
に
応
用
に
適
切
な
る
新
学
科
を
加
へ
し
な
り
従
来
中
学
校
を
卒

業
し
た
る
者
直
ち
に
出
で
ゝ
実
地
の
業
務
に
就
か
ん
と
す
る
も
普
通
学
の
素
養
あ
る
に
拘
は
ら
ず
業
務
上
直
接
に
必
要
と
す

る
実
務
的
智
識
を
欠
く
が
他マ

マ

め
迂
闊
に
し
て
事
務
に
適
せ
ず
と
云
ふ
が
如
き
非
難
を
受
く
る
こ
と
は
往
々
に
し
て
聞
く
所
な

り
補
習
科
に
於
て
実
業
に
関
す
る
科
目
を
設
く
る
こ
と
を
得
し
め
た
る
は
補
習
科
を
利
用
し
如
上
の
卒
業
生
に
対
し
其
已
に

得
た
る
普
通
学
の
素
のマ

養マ

上
に
簡
単
な
る
実
業
的
智
識
を
授
け
以
て
実
務
に
従
事
す
る
場
合
に
便
な
ら
し
め
ん
と
す
る
に
外

な
ら
ず
…
…
場
合
に
依
り
て
は
実
業
科
目
を
授
く
る
補
習
科
と
普
通
科
目
を
授
く
る
補
習
科
と
は
其
部
を
分
ち
前
者
に
あ
り

て
は
全
然
実
業
科
目
の
み
を
授
く
る
組
織
と
な
す
の
必
要
も
あ
る
べ
し
幸
に
し
て
此
改
正
の
目
的
功
を
奏
し
良
好
な
る
結
果

を
顕
は
す
に
至
ら
ば
多
数
生
徒
の
処
身
の
上
に
少
な
か
ら
ざ
る
利
便
を
与
ふ
べ
き
を
疑
は
ず
世
間
に
は
今
日
の
中
学
教
育
を

以
て
単
調
に
過
ぎ
修
養
尚
ほ
足
ら
ず
と
な
し
父
兄
も
家
庭
の
事
情
等
を
深
く
考
慮
す
る
こ
と
な
く
世
の
風
潮
に
伴
ひ
子
弟
を

し
て
大
学
其
外
高
等
の
学
校
に
進
学
せ
し
め
又
子
弟
も
其
力
を
計
ら
ず
濫
り
に
同
窓
者
と
高
等
の
学
校
に
進
み
中
途
に
し
て

種
々
困
難
の
事
情
に
遭
遇
し
終
に
廃
学
し
て
方
向
を
失
ふ
者
少
な
か
ら
ず
此
等
の
境
遇
に
あ
る
生
徒
を
し
て
補
習
科
の
実
科

を
修
め
し
め
早
く
立
身
の
計
を
為
さ
ば
今
日
の
学
弊
を
救
ふ
に
大
な
る
効
能
あ
る
べ
し
と
信
ず
…
…
但
し
補
習
科
の
実
科
は

所
謂
速
成
に
し
て
変
則
な
り
他
の
一
定
の
課
程
を
備
ふ
る
高
等
の
実
業
学
校
と
は
仕
組
目
的
を
別
に
す
る
も
の
な
れ
ば
此
種

補
習
科
の
為
め
純
粋
な
る
実
業
学
校
の
奨
励
発
達
を
妨
宮
す
る
は
本
旨
に
あ
ら
ず
…
…

(

�)

補
習
科
を
通
じ
て
、
正
規
の
実
業
学
校
に
比
べ
れ
ば

｢

速
成
に
し
て
変
則｣

な
も
の
を
提
供
す
る
と
い
う
る
の
だ
と
い
う
。
受

験
準
備
の
補
習
科
と
実
業
補
習
科
を
別
々
に
設
置
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
あ
く
ま
で
部
分
的
な
改
革
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
実
業
補
習
科
設
置
の
暁
に
は
、
い
た
ず
ら
に
上
級
学
校
を
目
指
す
と
い
う｢

学
弊｣
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も
少
な
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
見
立
て
か
ら
は
、
単
な
る
高
等
教
育
機
関
へ
の
階
梯
と
し
て
の
中
学
校
と
は
異
な
る
方
向
性
を
模

索
す
る
政
府
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
政
府
の
意
向
を
受
け
て
、
千
葉
中
学
校
に
実
業
補
習
科
が
設
置
さ
れ
は
し
た
が
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

(

�)

。
そ
の

後
一
九
一
一

(

明
治
四
四)

年
の
中
学
校
施
行
規
則
の
改
正
に
よ
り
、
本
科
に
随
意
科
目
と
し
て
実
業
科
目
を
加
設
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
高
止
ま
る
進
学
要
求
を
前
に
、
実
業
科
目
の
設
置
が
普
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

お
わ
り
に

明
治
二
十
年
代
前
半
に
あ
っ
て
は
、
尋
常
中
学
校
は
上
級
教
育
機
関
の
求
め
る
水
準
を
満
た
し
う
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
そ

れ
ゆ
え
に
尋
常
中
学
校
と
高
等
中
学
校
に
は
断
絶
が
見
ら
れ
た
が
、
一
方
で
学
区
内
の
会
議
や
連
絡
制
度
に
よ
っ
て
そ
の
教
育
水

準
を
上
げ
る
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
、
中
等
教
育
は
高
等
教
育
に
庇
護
さ
れ
る
関
係
に
あ
っ
た
。
高
等
教
育
を
正

常
に
機
能
さ
せ
る
に
は
、
中
等
教
育
の
発
展
が
必
要
不
可
欠
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
上
級
学
校
へ
の
進
学
と
い
う
こ
と
に
、
殊
更
の
疑
義
が
呈
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。｢

学
問
ハ
身
ヲ
立
ル
ノ
財
本｣

と
し
て
立
身
の
た
め
の
学
問
を
奨
励
し
た
の
は
学
制
序
文
で
あ
る
が
、
明
治
二
十
年
代
に
あ
っ
て
は
明
治
初
期
か
ら
の
流
れ
が
続

い
て
い
た
と
い
え
る
。

一
八
九
〇
年
代
後
半
の
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
は
、
明
治
二
十
年
代
前
半
の
状
況
を
解
決
し
つ
つ
、
後
の
時
代
の
変
化
を
準
備
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
関
係
が
変
容
す
る
の
が
、
一
九
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
中
学
校
の
教
育
水
準
の
高
ま
り

か
ら
高
等
学
校
入
試
が
選
抜
試
験
の
性
格
を
強
め
て
い
く
中
で
、
高
等
教
育
と
中
等
教
育
の
関
係
は
対
抗
的
な
関
係
へ
と
変
わ
る
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の
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
も
、
高
等
教
育
機
関
側
は
中
学
校
卒
業
生
の
学
力
の
低
さ
を
嘆
き
は
す
る
。
し
か
し
、

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
中
学
校
に
何
ら
働
き
か
け
な
い
ど
こ
ろ
か
、
上
級
学
校
進
学
準
備
に
ひ
た
走
る
中
学
校
を
批
判
す
る
の
で
あ

る
。
そ
こ
に
、
明
治
二
十
年
代
に
見
ら
れ
た
両
者
の
関
係
は
見
出
せ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
関
係
は
、
後
ま
で
続
い
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
一
八

(

大
正
七)

年
の
高
等
学
校
令
改
正
に
と
も
な
い
四

修
が
導
入
さ
れ
た
が
、
そ
れ
が
議
論
さ
れ
た
臨
時
教
育
会
議
で
は
年
限
短
縮
を
め
ぐ
っ
て
中
学
校
と
高
等
学
校
は
鋭
く
対
立
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
後
も
四
修
に
反
対
し
つ
づ
け
る
中
学
校
に
対
し
、
高
等
学
校
側
は
学
力
的
に
問
題
な
い
と
冷
た
く

突
き
放
す
の
で
あ
る

(

�)
。
入
試
問
題
講
評
は
後
に

『

文
部
時
報』

に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
こ
で
語
ら
れ
る
内
容
は
本
質

的
に
変
化
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
中
学
校
長
側
も
上
級
諸
学
校
の
入
試
問
題
講
評
を
発
表
し
、
上
級
学
校
側
の
姿
勢
を

批
判
す
る
の
で
あ
る

(

�)

。
中
等
教
育
と
高
等
教
育
を
め
ぐ
る
状
況
は
変
化
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
の
対
抗
関
係
は
本
質
的
に
変

わ
り
な
い
。

一
八
九
九

(

明
治
三
二)

年
の
中
学
校
令
と
一
九
〇
一

(

明
治
三
四)

年
の
中
学
校
令
施
行
規
則
に
よ
り
中
学
校
の
体
制
が
確

立
し
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
性
格
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
中
学
校
側
も
、
進
学
準
備
一
辺
倒
に
走
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
実
業
教
育

を
中
学
校
の
中
に
入
れ
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、
進
学
準
備
機
能
は
一
定
程
度
満
た
し
う
る
存
在
に
な
っ
た
上
で
行

わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
明
治
二
十
年
代
に
見
ら
れ
た
実
業
教
育
の
導
入
と
は
趣
が
異
な
る
が
、
そ
の
帰
結
は
全
く
同
じ
で
あ
っ

た
。
そ
の
意
味
で
、
実
業
科
目
に
よ
る
完
成
教
育
は
、｢

結
果
的
に
進
学
し
な
い
場
合
で
も
進
学
す
る
者
と
同
じ
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

な
教
育
を
受
け
た
い
と
い
う
住
民
や
生
徒
本
人
の
強
い
希
望
に
よ
っ
て
完
全
に
否
定
さ
れ
た

(

�)｣

と
い
う
米
田
の
指
摘
は
正
鵠
を
射

て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
試
み
は
、
準
備
教
育
を
満
た
し
た
上
で
、
か
つ
完
成
教
育
を
も
担
う
機
関
と
い
う
、
中
学
校
教
育
の
独
自
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性
を
持
た
せ
る
試
み
だ
っ
た
と
も
い
え
る
。
全
員
が
進
学
で
き
る
わ
け
で
も
な
く
、
高
等
教
育
機
関
側
か
ら
は
準
備
教
育
へ
の
傾

倒
を
諌
め
ら
れ
る
中
で
、
中
学
校
と
し
て
の
独
自
性
の
模
索
の
過
程
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
学
校
階
梯
の
中
位
に
あ
る
中
等
教
育

段
階
の
学
校
に
お
い
て
、
そ
の
模
索
と
は
苦
悩
の
始
ま
り
で
も
あ
る
。
時
代
は
下
る
が
、
大
正
期
の
臨
時
教
育
会
議
に
お
け
る
年

限
短
縮
の
議
論
で
、
ど
の
学
校
も
年
限
短
縮
を
拒
む
中
で
、
消
去
法
的
に
中
学
校
が
年
限
短
縮
の
対
象
に
選
ば
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
、
正
系
ル
ー
ト
に
属
す
る
中
学
校
の
苦
悩
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

明
治
後
半
期
は
、
中
等
教
育
と
高
等
教
育
と
の
ア
ー
テ
ィ
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
確
立
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
後
々
ま

で
続
い
て
い
く
問
題
を
表
出
さ
せ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

注

(

１)

た
だ
し
、
す
べ
て
の
高
等
教
育
相
当
の
機
関
が
、
正
系
ル
ー
ト
に
収
斂
さ
れ
て
い
く
わ
け
で
は
な
い
。
戦
前
期
に
あ
っ
て
、
一
貫
し
て

文
部
省
所
管
に
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
に
軍
学
校
が
あ
る
。
中
等
教
育
後
の
進
路
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
が
、
行
論
の
都
合

上
議
論
は
し
な
い
。
軍
学
校
へ
の
進
学
に
関
す
る
研
究
の
主
要
な
も
の
と
し
て
は
、
斉
藤
俊
彦

『

競
争
と
管
理
の
学
校
史
―
明
治
後
期
中

学
校
教
育
の
展
開』
(

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五)
、
広
田
照
幸

『

陸
軍
将
校
の
教
育
社
会
史
―
立
身
出
世
と
天
皇
制』

(

世
織
書
房
、

一
九
九
七)

が
あ
る
。

(

２)

寺
�
昌
男

｢

日
本
に
お
け
る
近
代
学
校
体
系
の
整
備
と
青
年
の
進
路｣

『

教
育
学
研
究』

第
四
四
巻
第
二
号

(

一
九
七
七)

。

(

３)

神
辺
靖
光

『

明
治
前
期
中
学
校
形
成
史

府
県
別
編
一』

(

梓
出
版
社
、
二
〇
〇
六)

、
同

『

明
治
前
期
中
学
校
形
成
史

府
県
別
編
二

環
瀬
戸
内
海』

(

梓
出
版
社
、
二
〇
一
三)

、
同
編
著

『

明
治
前
期
中
学
校
形
成
史

府
県
別
編
三

東
日
本』

(

梓
出
版
社
、
二
〇
一

四)

よ
り
各
府
県
の
中
学
校
設
置
の
経
緯
を
見
れ
ば
、
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
に
つ
い
て
の
配
慮
は
皆
無
で
は
な
い
が
、
中
学
校
は
小

学
校
卒
業
者
で
さ
ら
な
る
修
学
を
望
む
者
へ
の
対
応
と
し
て
要
請
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
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(

４)
『

文
部
省
第
十
六
年
報』

(

一
八
八
九)

五
五
頁
。

(

５)

小
宮
山
道
夫

『

学
校
間
接
続
関
係
の
形
成
と
近
代
教
育
政
策
の
地
方
に
お
け
る
受
容
過
程
に
関
す
る
実
証
的
研
究』

(

平
成
二
二
〜
二

四
年
度
科
学
研
究
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書)

(

二
〇
一
三)

。

(

６)
｢

廿
二
年
十
月
十
四
日
ヨ
リ
仝
十
月
十
七
日
ニ
至
ル
第
五
高
等
中
学
校
設
置
区
域
内
各
県
協
議
会
決
議｣

。
本
論
で
は
、
小
宮
山
道
夫

『

熊
本
大
学
五
高
記
念
館
所
蔵
第
五
高
等
中
学
校
史
料
―
協
議
会
・
高
等
中
学
校
長
会
議
関
係
―』

(

平
成
二
〇
・
二
一
年
度
科
学
研
究
費

補
助
金
研
究
成
果
報
告
書)

(

二
〇
一
〇)

の
一
〇
三
〜
一
〇
四
頁
に
影
印
さ
れ
た
も
の
を
参
照
し
た
。

(

７)

天
野
郁
夫

『
試
験
の
社
会
史』

(

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三)

二
〇
七
〜
二
一
二
頁
。
ま
た
、『

日
本
中
学
校
五
十
年
史』

(

日
本

中
学
校
、
一
九
三
七)
一
〇
四
〜
一
一
二
頁
に
は
、
日
本
中
学
校
が
連
絡
制
度
の
対
象
と
な
る
た
め
に
提
出
し
た
請
願
書
も
含
め
て
詳
述

さ
れ
て
い
る
。

(

８)

厳
平

『

三
高
の
見
果
て
ぬ
夢

中
等
・
高
等
教
育
成
立
過
程
と
折
田
彦
市』

(

思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
八)

。

(

９)

海
後
宗
臣
編

『

井
上
毅
の
教
育
政
策』

(

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
八)

二
六
三
〜
二
六
六
頁

(

菊
池
城
司
執
筆
部
分)

。

(

��)

こ
の
時
期
の
実
科
お
よ
び
実
科
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
谷
口
琢
男

｢

明
治
中
期
の
中
等
教
育
改
革

尋
常
中
学
校
実
科
構
想
と
そ
の

事
例
の
考
察
を
中
心
と
し
て｣

『

茨
城
大
学
教
育
学
部
紀
要』

第
一
八
号

(

一
九
六
九)

、
同

『

日
本
中
等
教
育
改
革
史
研
究
序
説
―
実
学

主
義
中
等
教
育
の
摂
取
と
展
開
―』

(

第
一
法
規
出
版
、
一
九
八
八)

に
詳
し
い
。

(

��)

前
掲

『

井
上
毅
の
教
育
政
策』

二
七
一
〜
二
七
三
頁
。

(

��)

前
掲

｢

明
治
中
期
の
中
等
教
育
改
革

尋
常
中
学
校
実
科
構
想
と
そ
の
事
例
の
考
察
を
中
心
と
し
て｣

同
第
一
八
号

(

一
九
六
九)

八
六
頁
。

(

��)

筧
田
知
義

『

旧
制
高
等
学
校
教
育
の
成
立』

(

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
五
・
再
版
二
〇
〇
九)

一
二
二
〜
一
二
六
頁
。

(

��)

こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
米
田
俊
彦

『

近
代
日
本
中
学
校
制
度
の
確
立
―
法
制
・
教
育
機
能
・
支
持
基
盤
の
形
成
―』

(

東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
九
二)

に
詳
し
い
。
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(

��)

こ
の
時
期
の
補
習
科
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
別
稿
に
て
詳
論
す
る
こ
と
に
す
る
。

(

��)
｢

各
府
県
中
学
校
補
習
科
調｣

『

梅
川
卓
家
文
書
一
〇』

(

大
阪
府
公
文
書
館
所
蔵
、�

�
��
�
�
�
��
�
�)

六
五
〜
六
六
頁
。
な
お
、
こ
の
段

落
の
引
用
部
分
は
す
べ
て
こ
の
文
書
に
よ
る
。

(

��)
こ
の
時
期
の
高
等
学
校
入
試
の
詳
細
は
、
吉
野
剛
弘

｢

明
治
後
期
に
お
け
る
旧
制
高
等
学
校
入
試
―
文
部
省
の
入
試
政
策
と
各
学
校
へ

の
影
響
を
中
心
に
―｣

『

慶
應
義
塾
大
学
社
会
学
研
究
科
紀
要』

第
五
二
号

(

二
〇
〇
二)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

�	)

竹
内
洋

『
立
志
・
苦
学
・
出
世

受
験
生
の
社
会
史』
(

講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
九
〇)

二
四
頁
。

(

�
)

こ
の
時
期
の
予
備
校
に
つ
い
て
は
、
吉
野
剛
弘

｢

近
代
日
本
に
お
け
る
予
備
校
の
歴
史｣

『

慶
應
義
塾
大
学
社
会
学
研
究
科
紀
要』

第

四
八
号

(

一
九
九
九)
、
同

｢

明
治
後
期
に
お
け
る
旧
制
高
等
学
校
受
験
生
と
予
備
校｣

『

慶
應
義
塾
大
学
社
会
学
研
究
科
紀
要』

第
五
一

号

(

二
〇
〇
〇)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

��)

進
学
案
内
書
の
詳
細
は
、
菅
原
亮
芳

『

近
代
日
本
に
お
け
る
学
校
選
択
情
報

雑
誌
メ
デ
ィ
ア
は
何
を
伝
え
た
か』

(

学
文
社
、
二

〇
一
三)

、
菅
原
亮
芳
編
著

『

受
験
・
進
学
・
学
校

近
代
日
本
教
育
雑
誌
に
み
る
情
報
の
研
究』

(

学
文
社
、
二
〇
〇
八)

を
参
照
さ

れ
た
い
。

(

��)
『

中
学
世
界』

に
お
け
る
受
験
・
進
学
情
報
の
詳
細
は
、
吉
野
剛
弘

｢

雑
誌

『

中
学
世
界』

に
あ
ら
わ
れ
た
受
験
・
進
学
情
報｣

『

中
等

教
育
史
研
究』

第
一
七
号

(

二
〇
一
〇)

(

菅
原
亮
芳
編
著

『

近
代
日
本
人
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
形
成
と
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム』

(

高

崎
商
科
大
学
、
二
〇
一
一)

に
再
掲)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

��)
『

法
政
大
学
予
科
東
京
高
等
予
備
校
学
則』

(

一
九
一
八)
に
は
、
年
四
回
開
催
さ
れ
る
模
擬
試
験
の
案
内
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

(

��)

こ
の
時
期
の
入
学
試
験
講
評
の
詳
細
は
、
吉
野
剛
弘

｢

改
正
高
等
学
校
令
前
の
高
等
学
校
入
試
の
講
評
に
み
る
入
学
試
験
観
と
学
校
間

格
差｣

『

中
等
教
育
史
研
究』

第
一
〇
号

(

二
〇
〇
二)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

�)

文
部
省
専
門
学
務
局

『

明
治
四
十
二
年
高
等
学
校
大
学
予
科
入
学
者
選
抜
試
験
報
告』

二
六
〇
〜
二
六
一
頁
。

(

��)

高
等
教
育
会
議
や
全
国
中
学
校
長
会
議
に
お
け
る
補
習
科
を
め
ぐ
る
議
論
の
詳
細
は
、
吉
野
剛
弘

｢

明
治
後
期
に
お
け
る
旧
制
中
学
校
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補
習
科
関
係
法
令
の
変
遷
と
そ
の
影
響｣

『

人
間
と
社
会
の
探
求』

第
七
六
号

(

二
〇
一
三)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

��)
｢

牧
野
文
相
の
訓
示｣

『

教
育
学
術
界』

第
一
七
巻
第
二
号

(

一
九
〇
八
年
五
月
一
〇
日)

一
一
二
頁

(
��)

千
葉
中
学
校
の
実
業
補
習
科
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
詳
論
す
る
こ
と
に
す
る
。

(

��)
吉
野
剛
弘

｢

大
正
後
期
の
旧
制
高
等
学
校
入
試
に
お
け
る

｢

四
修｣

に
つ
い
て
―
第
七
高
等
学
校
造
士
館
を
中
心
に
―｣

『

大
学
史
研

究』
第
一
七
号

(

二
〇
〇
一)

、｢

文
部
省
の
調
査
に
み
る
大
正
後
期
の
旧
制
高
等
学
校
入
試
に
お
け
る

｢

四
修｣｣

『

大
学
史
研
究』

第
二

〇
号

(
二
〇
〇
四)

。
(

��)

吉
野
剛
弘

｢
高
等
学
校
入
試
に
お
け
る
中
学
校
と
高
等
学
校
と
の
相
克
―
一
九
三
〇

(

昭
和
五)

年
の
高
等
学
校
入
試
の
講
評
の
分
析

を
通
し
て
―｣

田
中
克
佳
編
著

『｢

教
育｣

を
問
う
教
育
学』

(

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六)

所
収
。

(

��)

前
掲

『

近
代
日
本
中
学
校
制
度
の
確
立
―
法
制
・
教
育
機
能
・
支
持
基
盤
の
形
成
―』

二
六
六
頁
。
た
だ
し
、
同
書
は
一
八
九
九

(

明

治
三
二)

年
の
中
学
校
令
前
後
を
主
題
と
し
て
い
る
た
め
、
後
の
時
代
の
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

(

別
記)

本
論
文
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金(｢
学
校
内
受
験
準
備
教
育
機
関
と
し
て
の
旧
制
中
学
校
の
補
習
科
の
歴
史
的
研
究｣

・
課
題
番
号：

二
三
七
三
〇
七
六
五)

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

明治後期における中等教育と高等教育とのアーティキュレーション
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